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TOEFL ITP

科学研究の基礎Ⅳ

科学研究の基礎Ⅲ

独創的探究心

外国語Ⅲ

外国語Ⅱ

外国語Ⅰ

医療人の教養Ⅰ

医療人の教養Ⅱ

アセンブリⅢ

アセンブリⅣ

社会と医療Ⅱ

社会と医療Ⅲ

社会と医療Ⅰ人体の構造と機能Ⅱ

人体の構造と機能Ⅰ

生命の科学的基盤

情報の基盤

病因と病態Ⅰ

病因と病態Ⅱ

病因と病態Ⅲ

アセンブリⅡ 人の行動と心理Ⅱ

人の行動と心理ⅠアセンブリⅠ

基礎総合試験（基礎医学）

臨床医学系

臨床医学系

臨床実習前期

選択制臨床実習

臨床実習後期

総合医学

Post-cc OSCE

CBTPre-cc OSCE

卒業試験

プロフェッショナリズム
コミュニケーション

生涯にわたって
学ぶ姿勢

地域・国際社会への
貢献専門職連携 診療と実践 医学知識

M6

M5

M4

M3

M2

M1

年次
▼

・ Ｍ１～Ｍ４はコース名を表示（別表1参照）
・ 臨床実習内容は注釈参照　（別表2参照）

カリキュラムマップ　- 2024年度以降入学生 -

総合試験

診療と診断の基本Ⅱ

診療と診断の基本Ⅰ

科学研究の基礎Ⅱ

科学研究の基礎Ⅰ

医療人のプロフェッショナリズムⅢ

医療人のプロフェッショナリズムⅡ

医療人のプロフェッショナリズムⅠ



- 2024年度以降入学生 -

M1
科学研究の基礎Ⅰ
外国語Ⅰ

医療人のプロフェッショナリズムⅠ

医療人の教養Ⅰ
情報の基盤
生命の科学的基盤
人の行動と心理Ⅰ
人体の構造と機能Ⅰ
アセンブリ教育（専門職連携教育）
M2
社会と医療Ⅰ
人体の構造と機能Ⅱ
病因と病態Ⅰ
病因と病態Ⅱ
病因と病態Ⅲ
科学研究の基礎Ⅱ
医療人のプロフェッショナリズムⅡ
医療人の教養Ⅱ
外国語Ⅱ
人の行動と心理Ⅱ
アセンブリ教育（専門職連携教育）
M3
社会と医療Ⅱ
診療と診断の基本Ⅰ
科学研究の基礎Ⅲ
外国語Ⅲ
医療人のプロフェッショナリズムⅢ

臨床医学系

アセンブリ教育（専門職連携教育）
M4
科学研究の基礎Ⅳ
社会と医療Ⅲ
診療と診断の基本Ⅱ

臨床医学系

M6
総合医学系
アセンブリ教育（専門職連携教育）

文章力ゼミナール
Academic English
早期臨床体験※

基礎プレゼンテーション
歴史学Ⅰ等
基礎データサイエンス
生命科学
人の行動と心理Ⅰ※

細胞から個体へ※

アセンブリⅠ

疫学
人体を構成する物質と化学反応※

病気と生体応答※

細菌・真菌と感染※

臓器の疾患と生体応答
Human Biology※

プロフェッショナリズムⅡ※

近現代文学Ⅰ等
Medical EnglishⅡ
人の行動と心理Ⅱ※

アセンブリⅡ※

公衆衛生学※

基本的診療技術Ⅰ※

医学研究演習Ⅰ※

Medical EnglishⅢ
プロフェッショナリズムⅢ※

消化器系※

膠原病系※

精神・行動系※

救急医学※

アセンブリⅢ

医学研究演習Ⅱ
地域医療・介護※

画像診断Ⅱ※

症候・病態※

加齢・高齢者系※

選択制臨床実習
アセンブリⅣ

基礎教室体験　
Medical English Ⅰ
プロフェッショナリズムⅠ※

統合医学特論
歴史学Ⅱ等

物理学

人体の構造

医学統計学
生体と薬物※

疾患の遺伝的要素※

ウイルス・寄生虫と感染

近現代文学Ⅱ等　

予防医学
画像診断Ⅰ※

呼吸器系※

腎臓内科系※

成長・発達・小児系※

腫瘍の病態、診断と治療※

臨床研究入門
法医学※

ＰＢＬⅡ※

眼・視覚系※

リハビリテーション医学※

総合医学

ドイツ語等
生老病死の人間学

スポーツ科学

発生学

人体の生理※

アレルギーと生体防御※

臨床検査※

循環器系※

腎・尿路・生殖器外科系※

女性生殖器系※

基本的診療技能Ⅱ※
皮膚・形成系※
緩和ケア※

医学教育入門

PBL Ⅰ※

血液系※

内分泌代謝系・乳腺疾患※

運動器系※

周術期医学※

代謝栄養学概論※

生命倫理学

感染症系※

神経系※

東洋医学※

耳鼻咽喉・口腔系※

臨床実習※

コース 授業科目

地域病院
麻酔科
放射線科
選択式①（外科･緩和医療、移植･再生、血管外科、泌尿器）
耳鼻咽喉科
眼科
整形外科
リハビリテーション科
在宅医療
脳神経外科・脳卒中科
岡崎医療センター
選択式②（臨床腫瘍、感染症、認知症･高齢）
皮膚科
乳腺外科

内科①（救急総合）
内科②（A 神経、B 呼吸器）
内科③（A 循環器、B 消化器）
内科④（A 血液、B 腎臓）
内科⑤（A 内分泌代謝、B リウマチ・膠原病）
外科①（総合消化器）
外科②（心血管、呼吸、形成、内分泌、小児）
総合診療（第２教育病院全科）
小児科
産婦人科
精神科
七栗記念病院
地域診療所
検査医学

学内実習
学外実習
海外実習

臨床実習後期

別表2：臨床実習内容
臨床実習前期 選択制臨床実習

※:実務経験のある教員が担当する科目別表1：コース名と授業科目
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４ 履修系統図 

１）医療検査学科
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２）放射線学科
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保健衛生学部　リハビリテーション学科　先進理学療法コース　履修系統図 (2024年度入学生から適応）

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

生物学(A-1)

統計学(A-2)

物理学(A-3)

化学(A-4)

数学(A-5)

心理学(A-6)

生命倫理学(A-7)

コミュニケーション論(A-8)

教育学(A-9)

スポーツ・健康科学(A-10)

医学英語(A-16)

ポルトガル語(A-13)

中国語(A-14)

レクリエーション論(A-17)

初年次教育基礎演習(A-15)

解剖学1(B-1) 解剖学実習(B-25) 応用解剖学実習(B-38)

解剖学2(B-2)

神経解剖学(B-3)

機能解剖学(B-6)

機能解剖学演習(B-7)

運動生理学(B-8)

生理学1(B-4) 生理学2(B-9)

生理学実習(B-10)

運動学1(B-5) 運動学2(B-11) 運動学演習(B-24)

人間発達学(B-12)

病理学(B-13)

スポーツ医学(B-14) 臨床心理学(B-16) 内科学(B-26)

医学通論(B-17) 整形外科学(B-27)

一般臨床医学(B-18) 神経内科学(B-28)

老年学(B-19) 精神医学(B-29)

小児科学(B-30)

公衆衛生学(B-31)

救急医学(B-32)

基礎情報処理学(B-15) 医用情報処理学(B-20) リハビリテーション情報工学(B-33)

コミュニケーション障害学(B-34)

摂食・嚥下障害学(B-35)

リハビリテーション医学概論(B-22) リハビリテーション評価概論(B-36)

社会福祉学(B-21) 社会保障制度論(B-23) 研究概論(B-37)

運動学習理論(C-3) 理学療法概論(C-4)

病態運動学(C-5) 臨床運動学(C-26)

機能障害学(C-6) 表面解剖学（理学療法）(C-27）

理学療法教育学概論(C-28）

理学療法管理学概論(C-29)

検査・測定論1（理学療法）(C-8) 理学療法評価演習(C-30）

検査・測定論演習1（理学療法）(C-9)

検査・測定論2（理学療法）(C-10)

検査・測定論演習2（理学療法）(C-11)

客観的臨床能力演習１(C-7)

義肢学(C-12) 装具学(C-14) 義肢・装具学実習(C-31)

日常生活活動学（理学療法）(C-15) 運動療法学演習(C-32)

運動療法学(C-13) 日常生活活動学演習（理学療法）(C-16)

理学療法治療学3-中枢3(C-17) 理学療法治療学1-中枢1(C-33)

理学療法治療学4-整形1(C-18) 理学療法治療学2-中枢2(C-34) 理学療法治療学9-小児・精神(C-38)

理学療法治療学5-整形2(C-19) 理学療法治療学7-呼吸(C-35) 理学療法治療学10-認知症・がん(C-39)

理学療法治療学6-スポーツ(C-20)

理学療法治療学8-内部障害(C-21)

物理療法学(C-22) 物理療法学演習(C-36)

客観的臨床能力演習２(C-23) 客観的臨床能力演習3(C-37)

地域理学療法学(C-40)

職業関連活動学(C-41)

地域リハビリテーション学（理学療法）(C-42)

応用臨地実習（理学療法）(C-46)

地域リハビリテーション学実習（理学療法）(C-47)

理学療法学特論1(C-48)

理学療法学特論2(C-49)

※自由科目  「異文化看護概論」，「インターンシップ」, 「日本語 I , II 」, 「国際医療演習 I , II 」 は教育課程表を参照

初期体験実習(C-24) 臨床実習（理学療法）(C-43)

特論

アセンブリ教育
（Interprofessional
Education）

アセンブリⅠ(C-2) アセンブリⅡ(C-25) アセンブリⅢ(C-44)

②疾病と障害の成り立ち
及び回復過程の促進

保健医療福祉と
リハビリテーションの理念

専
門
分
野

基礎理学療法学

理学療法管理学

臨床研究(C-45)

理学療法評価学

理学療法治療学

地域理学療法学

アセンブリⅣ(C-50)

臨床研究

臨床実習 基礎臨床見学実習(C-1)

英語２(A-12)

専
門
基
礎
分
野

①人体の構造と機能
及び心身の発達

基
礎
分
野

科学的思考の基礎
人間と生活
社会の理解

英語1(A-11)

１年 ２年 3年 ４年

必須科目

選択科目

DP4：実践力

理学療法士として、対象者を

全人的に理解し、適切な評価

および臨床推論のもと、適確

かつ安全に介入する能力を

身につけている。

DP5：地域・社会貢献力

理学療法士として、対象者が

居住する地域での持続的な

生活・活動を可能にするため、

先進医療から地域医療、福

祉、保健衛生、産業保健など

における専門的役割を学修し、

関わる環境に合わせて地域・

社会に貢献する能力を身に

つけている。

DP1：自律力

理学療法士として、生命の尊

さと人の尊厳を理解し、高い

道徳心のもと、主体性を持っ

て幅広い教養と科学知識・技

能を習得し、自ら省察・評価・

判断して行動する能力を身に

つけている。

DP2：協調力

理学療法士として、多様な

人々と分け隔てなく適切なコ

ミュニケーションを図り、専門

職だけでなく患者および家族

ともチームとして連携・協働し

ながら自身の役割や責任を

全うし、対象者を支援する能

力を身につけている。

DP3：課題解決力

理学療法士として、基本的な

専門知識・国内外の科学情

報や技能を活用しながら、対

象者に生じた事象とその原因

を科学的に整理・分析し、具

体的な解決策を立案・実施す

る思考能力、あわせて未来創

造の視点でより良い治療を探

求する能力を身につけている。

ディプロマポリシー

学
士
!
理
学
療
法
学
"

理
学
療
法
士
国
家
試
験
受
験
・
免
許
取
得
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保健衛生学部　リハビリテーション学科　先進作業療法コース　履修系統図　(2024年度入学生から適応）　

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

生物学(A-1)

統計学(A-2)

物理学(A-3)

化学(A-4)

数学(A-5)

心理学(A-6)

生命倫理学(A-7)

コミュニケーション論(A-8)

教育学(A-9)

スポーツ・健康科学(A-10)

医学英語(A-16)

ポルトガル語(A-13)

中国語(A-14)

レクリエーション論(A-17)

初年次教育基礎演習(A-15)

解剖学1(B-1) 解剖学実習(B-25) 応用解剖学実習(B-38)

解剖学2(B-2)

神経解剖学(B-3)

機能解剖学(B-6)

機能解剖学演習(B-7)

運動生理学(B-8)

生理学1(B-4) 生理学2(B-9)

生理学実習(B-10)

運動学1(B-5) 運動学2(B-11) 運動学演習(B-24)

人間発達学(B-12)

病理学(B-13)

スポーツ医学(B-14) 臨床心理学(B-16) 内科学(B-26)

医学通論(B-17) 整形外科学(B-27)

一般臨床医学(B-18) 神経内科学(B-28)

老年学(B-19) 精神医学(B-29)

小児科学(B-30)

公衆衛生学(B-31)

救急医学(B-32)

基礎情報処理学(B-15) 医用情報処理学(B-20) リハビリテーション情報工学(B-33)

コミュニケーション障害学(B-34)

摂食・嚥下障害学(B-35)

リハビリテーション医学概論(B-

22)
リハビリテーション評価概論(B-36)

社会福祉学(B-21) 社会保障制度論(B-23) 研究概論(B-37)

運動学習理論(D-3) 作業療法概論(D-4)

表面解剖学（作業療法）(D-5)

基礎作業学(D-6)

基礎作業学演習(D-7

作業療法教育学概論(D-26)

作業療法管理学概論(D-27)

検査・測定論1（作業療法）(D-9) 作業療法評価演習(D-28)

検査・測定論演習1（作業療法）(D-10)

検査・測定論2（作業療法）(D-11)

検査・測定論演習2（作業療法）(D-12)

検査・測定論３（作業療法）(D-13)

客観的臨床能力演習１(D-8)

義肢学(D-14) 日常生活活動学（作業療法）(D-16)

運動療法学(D-15)
日常生活活動学演習（作業療法）(D-

17)

物理療法学(D-18)

作業療法治療学1-中枢1(D-19) 作業療法治療学3-中枢3(D-29)

作業療法治療学2-中枢2(D-20) 作業療法治療学4-中枢4(D-30)

作業療法治療学5-整形１(D-21) 作業療法治療学6-整形2(D-31)

作業療法治療学７-内部障害(D-22) 作業療法治療学8-精神障害(D-32)

作業療法治療学9-小児(D-33)

作業療法治療学演習1-スプリント(D-34)

作業療法治療学演習2-作業活動(D-35)

作業療法治療学演習3-臨床推論(D-36)

客観的臨床能力演習２(D-23) 客観的臨床能力演習３(D-37)

地域作業療法学1-高齢者・身障(D-38)

地域作業療法学2-精神・児童(D-39)

職業関連活動学(D-40)

地域リハビリテーション学（作業療法）(D-41)

応用臨地実習（作業療法）(D-45)

地域リハビリテーション学実習（作業療法）(D-46)

作業療法学特論1(D-47)

作業療法学特論2(D-48)

※自由科目  「異文化看護概論」，「インターンシップ」, 「日本語 I , II 」, 「国際医療演習 I , II 」 は教育課程表を参照

特論

アセンブリ教育
（Interprofessional
Education）

アセンブリⅠ(D-2) アセンブリⅡ(D-25) アセンブリⅢ(D-43)

臨床研究

地域作業療法学

臨床実習 基礎臨床見学実習(D-1) 初期体験実習(D-24) 臨床実習（作業療法）(D-42)

専
門
分
野

基礎作業療法学

作業療法管理学

作業療法評価学

作業療法治療学

アセンブリⅣ(D-49)

臨床研究(D-44)

②疾病と障害の成り立ち
及び回復過程の促進

保健医療福祉と
リハビリテーションの理念

英語２(A-12)

専
門
基
礎
分
野

①人体の構造と機能
及び心身の発達

基
礎
分
野

科学的思考の基礎
人間と生活
社会の理解

英語1(A-11)

１年 ２年 3年 ４年

必須科目

選択科目

DP4：実践力

作業療法士として、対象者に

とって重要となる作業を多面

的かつ包括的に理解し、適切

な臨床推論のもと、適確かつ

安全に介入する能力を身に

つけている。

DP5：地域・社会貢献力

作業療法士として、対象者が

居住する地域での持続的な

生活・活動を可能にするため、

先進医療から地域医療、福

祉、保健衛生などにおける専

門的役割を学修し、社会の多

様性に対応する能力を身に

つけている。

DP1：自律力

作業療法士として、生命の尊

さを重んじ、豊かな人間性と

倫理観のもと、医学知識と活

動・行動を科学的に統合した

専門知識・技能を基盤に、自

ら省察・評価・判断して行動す

る能力を身につけている。

DP2：協調力

作業療法士として、様々な専

門職や患者および家族との

適切なコミュニケーションに

よって強い信頼関係を構築し、

チームとして連携・協働しな

がら対象者の状況に的確に

対応した支援を提供する能力

を身につけている。

DP3：課題解決力

作業療法士として、作業療法

学分野に関する基本的な専

門知識および国内外の科学

情報を活用し、疾病によって

生じた対象者の心身機能お

よび生活・社会活動における

課題の解決に向けて、未来

志向的な創造性をもって探究

し、具体的な解決策を立案・

実施する能力を身につけてい

る。
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